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会員誕生日祝 入会記念日祝
3/11 相沢芙束 会員
3/15 遠藤亘 会員

おりません
本日のプログラム

ロータリー財団委員会
渡辺 亮 委員長

「愛生館事業　　　　v」

♪「四つのテスト」

■インフルエンザが蔓延しているようです。体調には
十分お気を付けください。
■代書芸さんへ、最後の奨学金のお渡しとショートス
ピーチです。

◆地区協議会について ( 黑川実行委員長より )・・・不
要なロータリーの友の回収について※次週例会までの
受付です
◆クラブ情報委員会 ( 雑誌担当 吉田副委員長 )・・・ロー
タリーの友 3 月号の読みどころご紹介と風邪予防につ
いてご紹介

会長報告

委員会報告

　出村知佳子会員：本日は大川財団補助金委員長、
財団学友の覚知さんにお越し頂き、嬉しくてニコ
ニコです。
　大西勲会員：誕生祝をいただいて
　大舘政弘会員：暫く欠席続きでスミマセン！大
変遅くなりましたが、先日は誕生祝いを頂きあり
がとうございました。今日は大川委員長、覚知さ
ん、ようこそおいでくださいました。お二人の卓
話を楽しみにしています。
　栗原清昭会員：出張が続き、1 月 22 日以来の例
会出席となりました。お誕生日祝いを頂きありが
とうございます。
　姫野芳安会員：本日の大川委員長と覚知さんの
卓話楽しみにしております。よろしくお願いしま
す。
　三澤繁実会員：7 日で 72 回目の誕生日です。来
年、73 回目の誕生日を迎えられるように頑張りま
す。先日、小林博会員より、新しい命の誕生 ドク
ターケーの人生最終講義と言う本を頂戴しまし
た。ありがとうございました。
　蓑輪隆宏会員：本日の大川委員長の講義、勉強
させて頂きます。いらして頂きありがとうござい
ます。
　中村越子会員：地区財団補助金委員会  大川武
　

ニコニコBOX

米山記念奨学生
代 書芸 様　卓話



志委員長の卓話、楽しみにしております。財団学
友 覚知さんの卓話も楽しみにしております。お二
人とも、お忙しい中ありがとうございます。
　鈴木隆也会員：本日、大川委員長にお越し頂き
ありがとうございます。卓話楽しみにしています。
　林里紅会員：本日はお忙しい中大川委員長にお
越し頂きありがとうございます。卓話楽しみにし
ております。

メインプログラム

大川 武志 委員長

「ロータリー財団について」

01 月 3 回　　　　　　　　　　    　￥68,500ー
02 月 3回　　　　　　　　　　　　￥34,000ー
小計 (2ヶ月)　　　　　　　    　￥102,500ー
合計 (8ヶ月)　　　　　　　   　  ￥539,500ー

23-24年度　ニコニコBOX合計金額

いつもたくさんのニコニコありがとうございます

大川 武志 委員長

地区財団補助金委員会・
ロータリーカード推進委員会 ( 恵庭RC )

ニコニコを頂戴致しました。
ありがとうございました。

地区財団補助金委員会 /
ロータリーカード推進委員会

これをロータリー財団にあてはめますと、ロータ
リー財団の使命は「ロータリー会員が人々の健康
状態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保護
に取り組み、貧困をなくすことを通じて、世界理
解、親善、平和を達成できるようにすること」です。
これが特定の目的です。ということは、この目的以
外に財産は使用できないということになります。

ここでロータリー財団の歴史を少し見ていきたい
と思います。１９１７年「世界でよいことをする」
ためにアーチクランフ会長が設立しました。最初
の寄付は２６ドル５０セント。１５０円計算で
3,975 円でした。
次にロータリー財団とは？ということですが、管
理委員会によって管理されており、本部はイリノ
イ州エバンストン（これは国際ロータリーと同じ
です）にあります。世界の協力財団は日本・韓国・
オーストラリア・ドイツ・インド・英国にあります。

ロータリー財団は、チャリティーナビゲーターと
いうアメリカの最大の慈善評価機関から最高評価
の４つ星をいただいております。これは、財務体
質や説明責任・透明性を評価いただいているよう
です。
そんなロータリー財団の活動をどの様に各クラブ
が運営するのかをお手伝いしているのが、地区委
員会です。おおまかに当地区の役割を掲載しまし
た。

次に当地区が行っている活動をご紹介させていた
だきます。まずは、地区補助金です。今年度は３
９クラブ３８プロジェクト、１ローターアクトク
ラブ、５委員会で合計 12,976,230 円の申請があり
ました。札幌北クラブさんでは、ハンディキャッ
プを抱える子供をエスコンフィールドの球場見学
ツアーに招待するプロジェクトを申請いただきま
した。また、この地区補助金を利用して国際奉仕
委員会が中心となり実施しておりますタイ東北部
における水と衛生プロジェクトなどが行われてお
ります。



次は、グローバル補助金です。環境のグローバル
補助金事業も構築中です。『母なる川』　という意
味のメコン川を守っていこうという共通の目的の
もと、リサイクルの仕組みを現地に根付かせ、次
世代につないでいく事業です。ごみの分別のシス
テム導入と環境教育の 2 本立ての展開で、タイ東
北を拠点に、環境教育では、タイ、ラオス、カン
ボジア、マレーシア、そして日本で、若い世代が
中心となり国を超えて取り組みます。ローターア
クト等、未来を担う多くの若い世代のインスピ
レーションやアイディアを借りながら、共に実施
していく予定です。そして昨年の１１月、当地区
のローターアクターがタイ東北部のローターアク
ターと交流をして未来に向けての準備を少しずつ
始めました。

次に災害救援補助金ですが、ロシアによるウクラ
イナ侵攻によりウクライナ災害救援基金が設立さ
れ 1,500 万ドル以上の寄付が集まり 400 件以上の
プロジェクトに活用されました。当地区でも隣の
第 2500 地区 ( 北海道東部地区 ) と共同して消防車
購入資金を送金させていただきました。

次に地区補助金を利用して留学している奨学生を
ご紹介させていただきます。今年度、アメリカコ
ロンビア大学へ MBA 取得へ向け 1 名、アメリカ
のマサチューセッツ工科大学院へ都市計画を研究
する為に 1 名の合計 2 名が出発しました。また、
合計５名が留学を継続中です。このように地区奨
学生も親善大使の役割も努めながら、専門分野の
学びに力を入れております。将来はロータリー
ファミリーの一員としての活躍を願っています。

次にグローバル補助金の活用事例についてお話し
します。当地区では現在、２名のグローバル奨学
生を輩出しております。アメリカ　エール大学「水
と衛生」のグローバル奨学生に１名、今年度新た
に、イギリスロンドン大学衛生熱帯医学院「疾病
予防と治療」の奨学生１名を輩出しております。
今年度無事修了した奨学生は、「国境なき医師団」
「セーブ　ザ　チルドレン」で活躍し、アフリカ
やウクライナ周辺諸国で国際問題の解決に尽力し
ています。
次にポリオプラスですが、当地区では、昨年の１０
月２４日に札幌テレビ塔を赤くライトアップする
イベントを開催し、募金活動を実施しました。ま
た、ポリオチャリティーコンサートやロータリー
カードの推進もしております。

今までクラブや地区で行ってきたことをご紹介し
てきましたが、世界でよいことをする為に、私た
ちが具体的にどの様なことができるか考えていき
ましょう。

まずは、クラブや地区の事業に参加する。これは、
各クラブの地区補助金事業やポリオチャリティー
コ ン サ ー ト、ま た タ イ の「TAKE　ACTION　
TOUR」に参加してみる。このように自分自身で
　



補助金がどのように使われているのかを体感する
ことはとても重要だと考えております。
次に、寄付です。ロータリー財団といえば寄付と
思っている方も多いと思いますが、私たちは奉仕
団体であるロータリークラブに所属しておりま
す。地元で地域で世界でよいことをする為にすべ
て自分ひとりでやり遂げることは難しいと思いま
す。それであれば寄付という行為で世界でよいこ
とをすることも一つだと私は考えております。た
だこの寄付がどの様に使われているかわからない
となかなか寄付もできないですよね。具体的な金
額を用いてお話させていただきます。
先ずは、100,000 円寄付をした場合、5,000 円の管
理費が引かれ、残りを２つに分けます。この左側
の 47,500 円は世界でよいことをする為の資金（グ
ローバル補助金）、右側の 47,500 円はさらに半分
にして一番右側の 23,750 円が地元でよいことを
する為の資金（地区補助金）、左側の 23,750 円が
地域でよいことをする為の資金（ポリオプラス基
金に寄贈、グローバル補助金など）に使用されま
す。このように見ますと寄付の大半がいろいろな
ところでよいことをする為の財源になっていま
す。また、この寄付金は、ここ数年で流行ってい
るふるさと納税と同じように、所得控除の対象と
なります。

世界でよいことをする為にできることの最後にな
りますが、体も使わずにできることがあります。
それはロータリーカードを作って利用することで
す。なぜロータリーカードを使うことが世界でよ
いことをする為になるのでしょうか？それは、
ロータリークラブのポリオ根絶の理念に各カード
会社さんが賛同し、私達が本来得られるポイント
からではなく、各カード会社さんがこのポリオ根
絶の為の資金を負担してくれています。ちなみに、
2021-22 年の利用額が 20 億 7,451 万円でポリオ根
絶活動資金は 1,021 万円でした。これで約
160,000 人分のポリオワクチンが購入できます。
ということはいかがでしょうか？ロータリーカー
ドを作って普段の買い物をするとポリオ根絶に寄
与できます。

今まで世界でよいことをする為にできることを３
つお話してきましたが、何でも結構です。まずは、
「勇気を出して行動しよう」ではないでしょうか！
これは、次年度出村ガバナーからのメッセージで
す。まずは 1歩踏み出しましょう。

　本日は、私の 2023 年度の振り返りと、2024 年
度以降の展望をお話ししたいと思います。本題に
入る前に、私のこれまでの経歴について簡単にご
紹介します。私は、2018 年から 2020 年にかけて、
ロータリー財団地区奨学金奨学生としてドイツの
キール大学で 2 年間の留学を行いました。私の専
門は言語学と低地ドイツ語学で、キールでは低地
ドイツ語の現地調査などを行いました。留学の成
果をもとに、帰国後の 2023 年 3 月には、北海道
大学大学院文学研究科の博士後期課程を修了し、
博士の学位を取得することができました。
　2023 年度は、北海道大学大学院文学研究院の専
門研究員として、低地ドイツ語についての研究を
進めています。今年度は、2 件の学会発表を行う
ことができました。また、2023 年度は、夏から約
半年間、ドイツに拠点を移して生活していました。
ドイツでは、先の留学時代にお世話になった先生、
同僚、話者の方々に再会し、学位を取得した旨な
どを報告することができました。
　2024 年度は、日本学術振興会の海外特別研究員
として、再びドイツに渡る予定です。海外特別研
究員とは、博士号を取得した若手研究者に対し、
　

覚知 頌春 様
「今年度の振り返りと来年度以降の展望」

財団学友



他クラブ予定表

※予定は変更になる可能性があります。また、ビジターで他クラブへ行かれる際はご連絡が必要な場合があります。※

札  幌  西
はまなす
札幌清田
大通公園

モーニング
札　  幌
真  駒  内
新  札  幌

札  幌  東
札幌西北

札幌幌南

札  幌  南札幌手稲

15 日 ( 金 ) 繰下移動例会 　※受付なし
PETS 打ち合わせ
クラブフォーラム
未定

「地域活性化の取り組み・地域クラウド交流会」
移動夜間例会
移動夜間例会　※受付なし
休会 ( 理事会裁量 )　※受付あり

創立 65 周年記念講演・式典・祝賀会
未定

定例会

休会　※受付なし15 日繰上移動夜間例会

12 日 ( 火 )

14 日 ( 木 )

16 日 ( 土 )

13 日 ( 水 )

15 日 ( 金 )

18 日 ( 月 )

北 ク ラ ブ 情 報

例会日  毎週月曜日  12：30 例会場  ロイトン札幌

＊03月 18 日 ( 月 )　休会 ( 春分の日の週のため )
＊03 月 25 日 ( 月 )　休会 ( 理事会裁量 )※3/23 PETS、3/24 地区協
＊04 月 01 日 ( 月 )　米山梅吉記念館運営委員を歴任された
　　　　　　　　　長泉ロータリークラブ　小原秀樹 会員　ZOOM卓話
＊04 月 08 日 ( 月 )　出村知佳子 会員　卓話
＊04 月 15 日 ( 月 )　【夜間】第 1回次年度クラブ協議会

札幌北RCホームページ
http://www.sapporo-north.jp/

①次週 3/11 例会は、代書芸さんの卓話となります。例会参加が最後となりますので、ぜひ皆様のご参加
をよろしくお願い致します。

会務報告

海外で長期間研究に専念できるよう、生活費と渡
航費を支援する奨学金制度です。海外特別研究員
の採用人数は毎年約 130 名で、人文学の分野では
例年 8~10 名の研究者が採用されています。任期
は 2 年で、私はドイツのキール大学を再び受け入
れ先に選びました。キールでは再び、シュレース
ヴィヒ＝ホルシュタイン州の低地ドイツ語を調
査・研究するつもりです。

また、同州で話される少数言語である北フリジア
語についての知識も深め、低地ドイツ語の研究に
何らかの形で取り入れるつもりです。帰国後は、
日本もしくはドイツにおいて大学教員・研究者と
して働ければと思います。日本で就職が決まった
際には、現地で見聞した経験をもとに、ドイツの
言語事情を分かりやすく、そして面白く、学生に
伝えることができる教員になりたいと思っていま
す。


